
六
月
付
け
で
辞
令
が
出
て
、

元
勤
め
た
大
八
村
役
場
へ
行
き
、

高
山
社
や
、
片
倉
製
糸
の
養
蚕
技
手
と
な
り
、
さ
ら
に
入
生
川

村
の
県
農
協
に
勤
め
、
昭
和
二
十
五
年
九
月
二
十
八
日
岐
阜
県

高
山
蚕
技
術
指
導
所
の
技
術
普
及
員
、
三
十
年
三
月
、
岐
阜
県

農
林
部
の
技
師
を
退
職
し
ま
し
た
。

九
死
に
一
生
を
得
て
今
日
あ
る
の
は
、
士
族
だ
っ
た
父
親
の

教
育
、
し
つ
け
が
厳
し
か
っ
た
た
め
、
そ
の
お
陰
だ
と
感
謝
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
二
補
充
兵
の
苦
労
は
知
っ
て
い
る

の
で
、
あ
ま
り
酷
し
い
こ
と
は
し
な
か
っ
た
し
、
マ
ス
バ
テ
島

で
の
自
活
中
も
公
の
薬
は
私
の
た
め
に
使
わ
な
か
っ
た
。

ま
た
、

戦
友
相
助
け
合
っ
て
生
き
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
部
隊

の
ほ
と
ん
ど
の
将
兵
は
比
島
で
あ
る
い
は
海
域
で
戦
死
し
た
こ

と
は
永
遠
に
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
御
冥
福
を
祈
っ
て
お
り

ま
す
。

バ
タ
ン
半
島
・

コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
従
軍
記
　 

神
奈
川
県
　
川
島
増
造
　 

昭
和
十
三
年
四
月
、
徴
兵
検
査
で
甲
種
合
格
と
な
り
、
昭
和

十
四
年
一
月
十
日
に
横
須
賀
重
砲
連
隊
第
二
大
隊
第
三
中
隊
第

六
班
に
入
隊
し
ま
し
た
。
中
隊
長
は
大
井
勇
三
大
尉
（
陸
士
卒
）

。

頭
に
軍
帽
、
腰
に
剣
を
つ
け
て
初
年
兵
の
第
一
歩
を
踏
み
だ

し
ま
し
た
。

一
般
教
育
訓
練
後
、
一
般
兵
、
通
信
兵
、
観
測
兵
に
分
か
れ
、

小
生
は
そ
の
観
測
兵
に
な
り
ま
し
た
。
任
務
は
二
十
四
セ
ン
チ

榴
弾
砲
の
射
撃
諸
元
を
、
観
測
所
で
目
標
陣
地
の
座
標
方
向
・

射
角
・
距
離
等
を
三
角
法
を
駆
使
し
て
測
定
し
、
そ
の
測
定
値

を
速
や
か
に
砲
列
に
伝
え
る
任
務
を
持
っ
て
い
る
。
訓
練
は
横

須
賀
地
区
の
畠
山
、
衣
笠
山
、
大
楠
山
、
安
神
隊
な
ど
の
山
々

を
重
量
物
の
野
戦
重
測
遠
機
並
び
そ
の
脚
を
背
中
に
背
負
っ
て

駆
け
回
り
、
誠
に
過
酷
な
訓
練
で
、
疲
労
困
値
の
極
に
達
し
、



隊
に
帰
る
毎
日
で
し
た
。
夜
は
古
参
兵
の
精
神
訓
話
と
び
ん
た

を
食
う
明
け
暮
れ
で
し
た
。

ま
た
、
横
須
賀
地
区
の
「
米
が
浜
」
砲
台
で
は
、
二
十
八
セ

ン
チ
榴
弾
砲
の
操
法
及
び
海
岸
よ
り
侵
入
す
る
敵
艦
艇
の
射
撃

を
想
定
し
て
、
観
測
法
一
点
図
解
の
測
定
法
の
訓
練
で
す
。
班

長
に
頭
を
叩
か
れ
生
傷
が
絶
え
な
い
ほ
ど
の
厳
し
い
訓
練
を
受

け
た
も
の
で
す
。

翌
昭
和
十
六
年
五
月
に
突
如
動
員
令
が
下
り
、
防
暑
服
が
支

給
さ
れ
、
南
方
へ
従
軍
と
の
こ
と
で
、
家
族
を
兵
営
に
呼
び
面

会
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
今
生
の
別
れ
と
覚

悟
し
て
い
ま
し
た
。

編
成
部
隊
は
独
立
臼
砲
第
十
五
大
隊
（
隊
長
吉
田
中
佐
）

。

こ
の
臼
砲
は
特
殊
な
大
砲
で
ド
イ
ツ
の
加
砲
と
聞
い
て
い
ま
す
。

射
程
は
一
千
メ
ー
ト
ル
弱
で
す
が
、
弾
丸
は
重
く
威
力
は
抜
群

と
の
こ
と
で
し
た
。

部
隊
は
佐
世
保
港
よ
り
台
湾
基
隆
港
に
向
か
っ
た
。
基
隆
港

よ
り
台
北
に
行
き
、
十
月
こ
ろ
ま
で
台
北
練
兵
場
に
て
そ
の
加

砲
の
操
法
の
訓
練
を
し
ま
し
た
。
翌
十
一
月
、
隊
は
高
雄
港
に

集
結
し
ま
し
た
。

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
日
本
は
西
太
平
洋
で
米
英
と
戦

闘
状
態
に
入
り
、
宣
戦
布
告
の
報
と
同
時
に
隊
は
フ
ィ
リ
ピ
ン

・
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
に
敵
前
上
陸
を
敢
行
、
バ
タ
ン
半
島
で
善
戦

し
、
半
島
の
サ
マ
ッ
ト
山
を
目
標
に
進
撃
し
ま
し
た
。
山
の
周

囲
に
は
各
隊
の
砲
列
を
で
き
る
限
り
集
結
す
る
た
め
多
大
の
犠

牲
を
払
っ
て
布
置
し
ま
し
た
。

昭
和
十
七
年
五
月
二
十
七
日
午
前
六
時
こ
ろ
を
期
し
て
一
斉

に
発
砲
開
始
、
か
つ
友
軍
の
空
爆
を
加
え
て
夕
刻
ま
で
ま
る
で

太
鼓
を
敲
く
が
ご
と
く
に
発
砲
、
正
に
阿
鼻
叫
喚
の
修
羅
場
と

化
し
、
サ
マ
ッ
ト
山
が
変
形
す
る
ご
と
き
で
あ
り
ま
し
た
。
大

量
の
弾
丸
が
打
ち
込
ま
れ
る
転
進
作
戦
で
す
。
敵
兵
の
退
却
し

つ
つ
あ
る
を
掃
討
し
、
ま
た
途
中
友
軍
の
将
兵
も
多
く
死
亡
す

る
戦
闘
で
し
た
が
、
つ
い
に
バ
タ
ン
半
島
を
攻
略
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
次
の
作
戦
は
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
の
攻
略
作
戦
で
す
。

コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
上
陸
作
戦
の
前
夜
、
今
夜
か
明
日
一
日
の
生

命
だ
と
思
う
と
一
抹
の
寂
し
さ
が
押
し
寄
せ
て
き
ま
し
た
。
二

十
五
歳
、
折
角
こ
の
世
に
生
を
得
て
、
こ
の
体
を
異
国
の
名
も

な
い
土
地
に
捨
て
て
し
ま
う
と
は
、
と
思
い
、
最
後
か
も
し
れ

な
い
南
国
の
月
を
眺
め
つ
つ
故
郷
を
慕
っ
て
ひ
そ
か
に
別
れ
を



告
げ
、
遺
言
も
書
き
ま
し
た
。

隊
員
は
大
発
艇
に
乗
り
込
み
、
燦
々
と
輝
く
星
空
の
下
、
対

岸
の
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
へ
進
ん
だ
。
途
中
敵
は
待
っ
て
ま
し
た

と
ば
か
り
一
斉
に
照
明
弾
、
曳
光
弾
を
打
ち
上
げ
、
島
の
バ
リ

ケ
ー
ド
よ
り
弾
が
飛
来
す
る
。
大
発
よ
り
少
し
で
も
頭
を
上
げ

よ
う
も
の
な
ら
撃
た
れ
海
中
に
落
ち
て
い
く
の
を
見
な
が
ら
も
、

自
分
は
死
に
対
す
る
恐
怖
は
少
し
も
感
じ
な
か
っ
た
。

目
的
の
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
に
乗
り
上
げ
る
と
、
岸
に
は
コ
ー

ル
タ
ー
ル
が
敷
き
詰
め
て
あ
り
、
軍
刀
は
餅
の
よ
う
に
食
い
付

い
て
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
一
夜
岩
陰
に
潜
伏
し
、
翌
朝
敵
陣

地
に
対
し
て
攻
撃
を
開
始
し
ま
し
た
。

戦
闘
中
突
如
米
軍
は
白
旗
を
か
ざ
し
て
降
伏
し
て
き
ま
し
た
。

第
六
十
一
連
隊
長
・
佐
藤
大
佐
は
こ
れ
を
認
め
戦
闘
を
一
時
中

止
し
ま
し
た
（
そ
の
間
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
は
再
度
来
る
こ
と

を
約
し
本
国
に
退
却
し
た
と
聞
く
）

。
し
ば
ら
く
し
て
再
び
発

砲
し
て
き
た
の
で
、
佐
藤
大
佐
は
先
の
降
伏
を
認
め
ぬ
と
の
こ

と
で
再
び
攻
撃
を
開
始
し
、
つ
い
に
全
面
的
に
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル

島
を
完
全
攻
略
し
ま
し
た
。

爾
後
、
マ
ニ
ラ
に
全
部
隊
が
集
結
し
、
昭
和
十
七
年
七
月
、

横
須
賀
に
九
死
に
一
生
を
得
て
帰
還
し
ま
し
た
。

【
補

足
】

―
バ
タ
ン
半
島
・
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
従
軍
記
―

独
立
臼
砲
第
十
五
大
隊
は
、
昭
和
十
六
年
十
月
五
日
、
横
須

賀
重
砲
兵
連
隊
で
編
成
、
同
年
十
一
月
十
六
日
宇
品
出
帆
、
同

月
二
十
一
日
基
隆
上
陸
、
十
二
月
三
十
日
高
雄
出
帆
、
ル
ソ
ン

島
上
陸
、
戦
闘
参
加
、
昭
和
十
七
年
七
月
十
七
日
マ
ニ
ラ
出
帆
、

八
月
二
日
宇
品
上
陸
、
昭
和
十
九
年
六
月
一
日
以
降
千
島
択
捉

島
で
従
軍
し
て
い
る
。

同
大
隊
が
参
加
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
バ
タ
ン
半
島
・
コ
レ
ヒ

ド
ー
ル
攻
略
に
つ
い
て
補
足
す
る
。

昭
和
十
七
年
一
月
三
日
、
南
方
軍
は
第
十
四
軍
（
比
島
作
戦

担
当
）
は
、
マ
ニ
ラ
を
攻
略
、
従
来
の
攻
略
任
務
か
ら
安
定
確

保
の
新
任
務
に
変
わ
る
。
し
か
も
群
島
内
要
地
の
占
領
と
軍
政

の
普
及
の
二
つ
の
任
務
を
課
し
た
。
バ
タ
ン
半
島
及
び
コ
レ
ヒ

ド
ー
ル
要
塞
の
処
理
は
、
軽
易
な
掃
討
作
戦
と
見
な
し
て
い
る

よ
う
で
あ
っ
た
。



第
十
四
軍
は
、
す
み
や
か
に
バ
タ
ン
半
島
の
攻
略
を
企
図
す

る
と
と
も
に
、
第
四
十
八
師
団
（
海
）
を
マ
ニ
ラ
付
近
に
集
結

し
て
次
期
作
戦
を
準
備
さ
せ
る
た
め
、
一
月
七
日
、
午
前
八
時
、

お
お
む
ね
次
の
よ
う
に
部
署
し
た
。

一
、
第
四
十
八
師
団
は
、
第
六
十
五
旅
団
の
進
出
に
と
も
な
い
、

戦
線
を
同
旅
団
に
委
譲
す
る
。

二
、
第
六
十
五
旅
団
は
、
第
四
十
八
師
団
と
戦
線
を
交
替
し
、

前
任
務
（
一
部
を
以
て
オ
ロ
ン
ガ
東
方
隘
路
口
、
主
力
を
バ

ラ
ン
ガ
付
近
に
進
出
）
を
続
行
す
る
。（
同
旅
団
は
リ
ン
ガ

エ
ン
か
ら
昼
夜
兼
行
で
急
進
し
、
未
知
の
戦
場
に
直
面
さ
せ

ら
れ
た
不
利
な
立
場
か
ら
し
て
、
前
任
の
第
四
十
八
師
団
同

様
の
威
力
を
発
揮
で
き
る
か
否
か
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
）

。

第
六
十
五
旅
団
の
主
要
兵
力
　
長
奈
良
中
将

歩
兵
第
一
二
二
連
隊
、
同
一
四
一
連
隊
、
同
一
四
二
連
隊
、

旅
団
工
兵
、
同
通
信
隊
、
同
野
戦
病
院
、
歩
兵
第
九
連
隊
、

独
立
速
射
砲
二
個
中
隊
、
戦
車
第
七
連
隊
、

野
砲
兵
第
二
二
連
隊
第
二
大
隊
、

山
砲
兵
第
四
八
連
隊
の
二
個
大
隊
、

野
戦
重
砲
第
一
・
第
八
連
隊
、
独
立
重
砲
第
九
大
隊
、

独
立
臼
砲
第
一
五
大
隊
（
三
〇
セ
ン
チ
）

、
工
兵
第
一
六

連
隊
、
ほ
か
工
兵
、
電
信
、
自
動
車
、
輜
重
、
ほ
か
…
…

内
、
独
立
臼
砲
第
一
五
大
隊
は
「
エ
ン
ゼ
ル
ス
」
に
到
着

せ
ば
引
続
き
兵
站
自
動
車
に
依
り
前
進
し
十
二
日
夕
ま
で

に
「
パ
ラ
ン
ガ
」
付
近
に
進
出
す
べ
し
。

一
月
十
三
日
、
軍
は
第
六
十
五
旅
団
方
面
の
戦
況
が
思
う
よ

う
に
進
展
し
な
い
で
、
軍
は
第
十
六
師
団
長
に
対
し
、
歩
兵
第

二
十
連
隊
を
基
幹
と
す
る
部
隊
を
ヘ
ル
モ
サ
に
派
遣
を
命
じ

た
。昭

和
十
七
年
三
月
十
八
日
の
第
十
四
軍
第
二
期
作
戦
計
画

六
、「
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
」
島
要
塞
に
対
す
る
攻
撃
は
「
バ
タ
ー

ン
」
半
島
攻
略
後
所
要
の
準
備
を
整
え
た
る
後
之
を
行
う
。

七
、
前
記
作
戦
に
呼
応
し
海
軍
と
協
同
し
陸
海
正
面
の
封
鎖
を

強
化
し
「
バ
タ
ン
」
半
島
及
び
「
マ
ニ
ラ
」
湾
要
塞
に
対
す

る
敵
後
方
補
給
を
完
全
に
遮
断
す
る
に
努
む
。

兵
団
の
部
署
及
び
行
動
で
の
軍
隊
区
分
に
よ
れ
ば
独
立
臼
砲



第
十
五
大
隊
は
第
四
師
団
（
大
阪
）
の
配
属
部
隊
（
独
立
臼
砲

第
二
大
隊
―
一
五
セ
ン
チ
と
共
に
）
と
な
っ
て
い
る
。

三
月
二
十
二
日
、
第
十
四
軍
の
バ
タ
ン
半
島
陣
地
攻
撃
大
綱

の
各
兵
団
攻
撃
準
備
命
令
の
六
、

『
軍
砲
兵
司
令
官
ハ
軍
主
力
方
面
ニ
於
ケ
ル
第
一
線
兵
団
ノ

攻
撃
準
備
ニ
協
力
シ
特
ニ
敵
ノ
砲
兵
ヲ
求
メ
テ
制
圧
撲
滅
ス
ル

ト
共
二
四
月
二
日
迄
ニ
主
力
ヲ
以
テ
「
バ
ラ
ン
ガ
」
西
方
ヨ
リ

「
ナ
チ
ブ
」
東
南
麓
ニ
亙
ル
地
区
ニ
展
開
シ
総
攻
撃
当
日
第
六

十
五
旅
団
及
第
四
師
団
ノ
各
主
力
砲
兵
ノ
指
揮
ヲ
統
一
シ
攻
撃

準
備
射
撃
ヲ
実
施
シ
爾
後
軍
主
力
ノ
攻
撃
ニ
直
接
協
力
ス
ル
如

ク
準
備
ス
（
独
立
旧
砲
十
五
大
隊
ハ
第
四
師
団
配
属
）

』

当
時
の
第
十
四
軍
の
大
口
径
砲
を
列
記
し
て
み
る
と
、

軍
砲
兵
隊
、
野
戦
重
砲
兵
、
一
五
セ
ン
チ
榴
弾
砲
一
個
連
隊

（
一
中
隊
欠
）
、
同
一
〇
セ
ン
チ
加
農
砲
一
個
連
隊
（
一
中
隊
欠
）

、

独
立
重
砲
第
隊
（
一
五
セ
ン
チ
加
農
砲
）
、
重
砲
兵
一
個
連
隊
（
二

四
セ
ン
チ
榴
弾
砲
）

、
独
立
重
砲
兵
一
個
連
隊（
二
四
セ
ン
チ
榴

弾
砲
）

、
で
あ
り
、
三
〇
セ
ン
チ
口
径
砲
は
体
験
記
執
筆
者・
川

島
氏
所
属
の
独
立
臼
砲
十
五
大
隊
の
み
で
あ
っ
た
。

第
四
師
団
の
第
二
次
「
バ
タ
ン
」
半
島
攻
略
戦
の
攻
撃
計
画

（
三
月
二
十
二
日
）
で
独
臼
第
十
五
大
隊
は
右
翼
隊
（
師
団
主

力
）
に
属
し
て
い
る
。

四
月
三
日
、
軍
砲
兵
隊
は
九
時
、
効
力
射
撃
準
備
射
撃
を
実

施
、

比
島
軍
砲
兵
司
令
官
は
一
〇
六
門
の
砲
兵
を
統
一
指
揮
し
、

各
兵
団
の
七
五
ミ
リ
以
上
の
火
砲
を
加
え
る
と
約
三
百
門
近
い

火
砲
が
、
サ
マ
ッ
ト
山
を
中
心
と
す
る
陣
地
に
集
中
さ
れ
、
更

に
約
百
機
の
重
・
軽
爆
撃
機
が
爆
弾
を
投
下
し
た
。




